
ヲ
ナ
シ
タ
リ

〔解
説
5
〕

本
年
度
内
生
徒
宜
瞼
ノ
資
二
供
セ
ン
ガ
為
他

ョ
リ
ノ
依
康
ヲ
受
ヶ
テ
製
作
二

従
事
シ
ク
ル
モ
ノ
、
中
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
畢
グ
レ
バ
左
ノ
如
シ

一

菊

藤

掛

物

到

幅

第

一

師

幽

司

令

部

ョ

リ

依

嘱

一

御

瑯

事

賀

表

査

巻

東

京

帝

國

大

学

ョ

リ

依

嘱

一

桐

鳳

凰

掛

物

文

部

省

ョ

リ

依

隅

朧

銀

製

麒

麟

置

物

藤
原
時
代

木
彫
舎
人
像鶴

一
吉
田
健
康
胸
像

一
銅

製

ム
ル
能
ハ
ズ

長
崎
縣
吉
田
健
康
氏
銅

像
建
設
委
員
ョ
リ
依
嘱

登

躯

未

竣

工

壼
対

同

壺
躯

同

壼
個

同

壺
幅

同 同 竣
工

静
岡
縣
駿
東
郡
役
所
ョ
リ
依
嘱

遷
信
省
ョ
リ
依
嘱

同

上

其
費
用
ヲ
増
ス
亦

ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ヲ
得
一
ハ
以
テ
生
徒
ヲ
シ
テ
席
励
ノ
念
ヲ
起
サ
シ
メ
修
學
上

ニ
神
益
ァ
ル
少
カ
ラ
ズ
標
本
モ
亦
陳
列
ス
ル
所
ナ
キ
ヲ
以
テ
徒
ラ
ニ
出
納

ノ
手
敷
ヲ
繁
多
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
教
授
上
ノ
不
便
抄
カ
ラ
ズ
之
レ

亦
陳
列
場
ヲ
新
設
ス
ル
ノ
急
ヲ
要
ス
ル
所
以
ナ
リ

数
授
助
教
授
ノ
不
足
ハ
数
課
上
最
モ
欠
典
ト
ス
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ガ
費
額

ヲ
増
ス
ノ

必
要
ア
リ

學
生
喪
ハ
従
来
不
足
ナ
ル
ヲ
以
テ
生
徒
ヲ
シ
テ
充
分
ノ
修
學
旅
行
ヲ
ナ
サ
シ

従
ヒ
テ
見
聞
ヲ
廣
メ
良
績
ヲ
畢
ヶ
難
シ

必
要
ナ
リ

雑
件研
究
生
宜
地
研
究
ノ
資
二
供
セ
ソ
ガ
為
滋
賀
縣
廣
島
縣
大
阪
府
下
ノ
社
寺
ョ

〔
解
説
4
〕

リ
賓
物
修
繕
ノ
依
嘱
ヲ
受
ケ
タ
ル
ガ
年
度
内
二
於
テ
竣
工
セ
ル
ヲ
以
テ
更
ニ

引
続
キ
滋
賀
縣
社
寺
二
於
ケ
ル
費
物
修
繕
事
業
ノ
依
嘱
ヲ
受
ケ
着
手
ノ
準
備

規
則
改
正

（
図
画
講
習
科
規
定
改
正
、
仮
入
学
制
度
実
施
そ
の
他
）

一
、
明
治
三
十
三
年
八
月
、
図
画
講
習
科
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
。

〔
東
京
美
術
学
校
規
則
〕
第
三
十
九
條
師
範
學
校
及
公
私
立
中
學
校
、
高
等
女

學
校
、
宜
業
學
校
二
於
ケ
ル
闘
狙
数
員
ノ
職
二
在
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
尚
其
技
術
又
ハ

闘
盟
二
拙
ス
ル
學
科
ヲ
補
修
七
ン
ト
欲
シ
営
該
學
校
長
ノ
紹
介
二
依
リ
テ
入
學
ヲ

願
出
ヅ
ル
ト
キ
ハ
適
営
卜
認
ム
ル
者
二
限
リ
毎
學
年
ノ
初
メ
ニ
於
テ
闘
狙
講
習
生

ト
シ
テ
試
験
ヲ
用
井
ズ
之
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

（
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
鱈
認
彗
罪
』
）

二
、
明
治
三
十
三
年
十
二
月
、
左
記
の
よ
う
に
入
学
規
定
を
改
正
し
、
仮
入
学
制
度

を
設
け
、
翌
三
十
四
年
よ
り
実
施
し
た
。

〔
東
京
美
術
学
校
規
則
〕
第
九
條
入
學
者
ハ
年
齢
滴
十
七
年
以
上
滴
二
十
六
年

以
下
ト
シ
品
行
普
艮
身
腔
強
健
ニ
シ
テ
左
二
掲
グ
ル
課
目
二
合
格
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
公
私
立
中
學
校
卒
業
生
ハ
該
校
長
ノ
證
明
ニ
ョ
リ
無
試
瞼
ニ
テ
瑕
入
學
ヲ
許

シ
豫
備
之
課
程
以
外
二
於
テ
若
干
月
間
毛
筆
盟
及
木
炭
班
ヲ
練
習
七
シ
メ
其
志

望
ノ
科
（
紺
虚
、
彫
刻
、
闘
案
、
彫
金
、
鍛
金
、
錨
金
、
漆
エ
ノ
内
）
ヲ
定
メ

ク
ル
後
前
文
技
術
ノ
試
験
ヲ
施
シ
合
格
ノ
モ
ノ
ハ
直
二
本
入
學
ヲ
許
シ
不
合
格

ノ
モ
ノ
ハ
瑕
入
學
ノ
査
格
ヲ
失
フ
モ
ノ
ト
ス

解

説

一

鍛

鉄

花

瓶

一

剣

状

銅

標

壼

基

同

壼

対

同

衆
議
院
ョ
リ
依
嘱

北
海
道
炭
鎖
鉄
道
株
式
会
社
ョ
リ
依

嘱
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(
-
）
讀
書

（
二
）
作
文

（
三
）
敷
學

（
四
）
地
理

日
本
及
外
國
地
理
大
要

（
五
）
歴
史
日
本
及
外
國
歴
史
大
要

（
六
）
理
科
物
理
學
、
化
學
、
博
物
學

（
七
）
外
國
語
書
取
及
臥
文
和
繹
、
和
文
駄
繹

但
シ
英
、
佛
、

獨
ノ
内
、
受
験
者
ノ
羞
二
任
七
其
一
ヲ
撰
バ
シ
ム

（
八
）
専
門
宜
技
流
派
及
材
料
ヲ
問
ハ
ズ

但
圏
案
、
漆
工
雨
科
ノ
志
望
者
ハ
箱
盟
ニ
テ
受
瞼
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
彫

刻
、
彫
金
、
鍛
金
、
絡
金
、
諸
科
ノ
志
淫
者
ハ
彫
塑
又
ハ
箱
聾
ニ
テ
受
瞼

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

仮
入
学
制
度
は
、
明
治
二
十
五
年
以
来
本
校
入
学
志
願
者
中
の
中
学
校
卒
業
者

に
対
し
て
は
実
技
試
験
の
み
を
課
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
実
技
力
不
足
で
不
合
格
と

な
る
例
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
救
済
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
希
望

者
は
三
月
中
旬
か
ら
四
月
初
旬
ま
で
の
間
に
当
該
中
学
校
長
の
卒
業
証
明
書
お
よ

び
卒
業
試
験
点
数
の
証
明
書
を
添
え
て
願
書
を
提
出
し
、
許
可
さ
れ
た
者
は
四
月

中
旬
よ
り
約
三
ヶ
月
間
毛
筆
画
と
木
炭
画
、
彫
塑
の
実
技
授
業
を
受
け
た
の
ち
に

実
技
試
験
を
受
け
、
合
格
者
は
九
月
の
新
学
年
よ
り
予
備
の
課
程
へ
入
学
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

南
蕉
造
は
こ
の
仮
入
学
制
度
に
よ
っ
て
入
学
し
た
一
人
で
あ
り
、
仮
入
学
の
時

期
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 （『

東
京
美
術
学
校
一
覧
鱈
聾
一立
認
』
）

片
瑕
名
交
リ
記
事
論
説
文

算
術
、
代
敷
、
平
面
幾
何
、
平
面
三
角
術
全
謄

和
漢
文

入
學
試
瞼
課
目

私
が
學
校
に
入
學
し
た
の
は
明
治
舟
五
年
で
、
丁
度
そ
の
前
年
に
正
木
校
長
が

赴
任
さ
れ
た
の
だ
か
ら
私
逹
が
最
初
に
正
木
校
長
の
数
へ
を
受
け
た
初
年
級
生

徒
と
云
ふ
わ
け
で
あ
っ
た
。

嘗
時
の
入
學
制
度
は
今
と
は
違
つ
て
仮
入
學
と
云
ふ
も
の
が
あ
っ
て
|
ー
こ

の
制
度
は
私
が
入
學
す
る
一
寸
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
様
に
記
憶
し
て
ゐ
る
I

四
月
に
こ
の
仮
入
學
を
す
る
と
六
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
何
科
入
學
に
係
ら
ず
日

本
聾

・
木
炭
甕

・
彫
塑
の
三
種
の
宜
技
を
や
っ
て
、
七
月
正
式
に
入
學
試
験
を

受
け
九
月
に
始
め
て
新
入
學
と
な
る
と
言
ふ
極
め
て
の
ん
び
り
し
た
又
親
切
な

制
度
で
あ
っ
た
。

営
時
瑕
入
學
の
先
生
は
日
本
粛
科
に
川
端
玉
章

・
白
積
徴
、
洋
登
科
に
蹄
朝

直
後
で
あ
っ
た
岡
田
三
郎
助

、

彫
刻
科
に
黒
岩
〔
淡
哉
〕
•

藤
田
〔
文
蔵
〕
の

諸
氏
が
主
と
し
て
数
鞭
を
と
つ
て
居
ら
れ
た
。

今
日
程
志
願
者
も
多
く
な
か
っ
た
し
、
瑕
入
學
の
課
程
に
あ
る
も
の
は
殆
ん

〔
予
備
の
課
程
〕

ど
全
部
が
平
常
成
績
に
よ
っ
て
豫
備
科
に
進
む
事
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
瑕
入

學
の
行
程
を
鰹
な
い
で
、
今
日
の
入
學
試
験
の
如
く
普
通
の
入
學
試
験
は
ま
た

〔
予
備
の
課
程
〕

別
に
有
っ
た
。
其
れ
か
ら
も
這
入
る
者
が
あ
り
豫
備
科
で
は
一
緒
に
な
っ
た
。

そ
の
頃
は
純
正
美
術
が
特
に
盛
ん
な
時
代
で
そ
の
方
に
進
む
人
が
大
部
分
で
あ

っ
た
の
で
、
正
木
校
長
を
始
め
他
の
エ
藝
科
の
先
生
方
が
私
逹
を
講
堂
に
集
め

て
大
い
に
岡
案
科
や
他
の
エ
藝
科
に
進
む
様
宜
傭
演
説
を
さ
れ
た
事
の
あ
っ
た

の
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。

三
、
そ
の
他

（
「
開
校
二
十
周
年
頃
の
追
憶
」
南
薫
造
《
談
》
『
東
京
美
術
学
校
校

友
会
誌
』
第
十
九
号
。
昭
和
十
五
年
十
月
）

従
来
、
入
学
試
験
の
専
門
実
技
の
課
目
は
、
図
案
科
、
漆
工
科
志
望
者
は
絵
画

を
、
ま
た
、
彫
金
科
、
鍛
金
科
、
鋳
金
科
志
望
者
は
彫
刻
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た

が
、
上
記
入
学
試
験
課
目
（
八
）

の
但
し
書
き
の
よ
う
に
彫
金
科
、
鍛
金
科
、
鋳

〔
下
略
〕
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宝
物
修
繕

明
治
三
十
三
年
か
ら
三
十
四
年
に
か
け
て
依
喝
製
作
事
業
の
一
環
と
し
て
滋
賀
県

・

広
島
県

・
大
阪
府
下
社
寺
宝
物
の
修
繕
と
滋
賀
県
下
社
寺
宝
物
の
修
繕
と
が
彫
刻
科
教

授
竹
内
久
一
監
督
の
も
と
で
本
校
教
官
や
卒
業
生
、
研
究
科
生
徒
に
よ
っ
，
て
行
わ
れ

た
。
竹
内
は
そ
の
た
め
に
三
十
三
年
二
月
十
五
日
、
同
年
十
月
三
十
一
日
、
三
十
四
年

三
月
十
五
日
、
同
年
五
月
二
十
二
日
、
同
年
十
一
月
六
日
の
計
五
回
出
張
を
命
ぜ
ら
れ

て
い
る
（
「
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴
書
」
）
。
三
十
三
年
に
は
信
谷
友
三
（
明
治
三
十

年
彫
刻
科
卒
）
が
助
手
と
し
て
竹
内
に
同
行
し
、
広
島
県
下
か
ら
着
手
し
た
。
こ
の
事

業
は
日
本
美
術
院
と
の
分
担
で
行
な
っ
た
も
の
で
、
同
院
側
の
代
表
は
新
納
忠
之
介

（
明
治
二
十
七
年
本
校
彫
刻
科
卒
）
で
あ
っ
た
。
三
十
三
年
中
の
修
理
の
様
子
に
つ
い

4
 

学
術
実
地
指
導

竹
内
久
一

、
島
田
友
春
、
向
井
勝
幸
、
中
村
勝
治
郎
ら
教
官
が
四
年
生
三
十
数
名
を

引
率
し
て
奈
良
、
京
都
古
社
寺
宝
物
の
見
学
旅
行
を
行
な
っ
た
。

3
 

2
 
卒
業

卒
業
式
は
、
七
月
十
日
に
行
わ
れ
た
。

学
」

金
科
お
よ
び
彫
刻
科
志
望
者
は
彫
塑
ま
た
は
絵
画
を
選
ん
で
も
よ
い
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
、

「
彫
刻
」
と
い
う
課
目
名
が
大
村
西
崖
の
造
語
で
あ
る
「
彫
塑
」
へ

と
変
わ
っ
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
予
備
の
課
程
の
学
科
目
が
一

部
改
正
さ
れ
、
甲
種
、
乙
種
と
も
に
「
書

（
週
一
時
）
が
削
除
さ
れ
て
そ
の
分
「
歴
史
」
の
時
間
数
が
増
加
し
た
。

〇
國
抒
物
修
繕
に
就
て

本
縣
下
寺
院
に
於
る
國
抒
物
保
存
修
繕
の
件
に
就
て
は
放

に
本
縣
認
よ
り
東
京
美
術
學
校
へ
依
閲
せ
ら
れ
た
る
に
付
今
回
同
校
数
授
竹
内
久
一

古
社
寺
國
賓
修
繕
現
場
技
術
兼
雑
務
副
主
任
信
谷
友
三
〔
明
治
三
十
年
彫
刻
科
卒
〕

の
両
氏
は
同
校
生
徒
五
六
名
を
引
連
れ
来
巖
し
右
二
氏
は
昨
日
本
縣
題
に
出
頭
山
田

書
記
官
並
第
一
課
社
寺
係
等
に
面
會
談
話
す
る
慮
あ
り
た
り

而
し
て
右

一
行
は
同

日
午
後
よ
り
厳
島
に
渡
り
修
繕
場
所
の
位
囲
取
定
め
の
上
同
島
大
願
寺
及
光
明
院
に

あ
る
國
費
の
修
繕
に
着
手
す
る
筈
な
り
し
が
同
島
に
於
け
る
修
繕
終
り
次
第
順
次
尾

道
市
の
浄
土
寺
、
西
図
寺
、
沼
隈
郡
草
戸
村
明
王
院
等
に
於
け
る
同
窮
物
の
修
繕
に

着
手
す
る
筈
な
り
と
云
ふ

〇
國
賓
の
修
繕

（
明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
七
日
『
藝
備
日
々
新
聞
』）あ

っ

河
内
國
金
剛
寺
及
び
厳
島
神
社
に
は
本
邦
美
術
品
の
精
英
を
鐘
め

國
喪
と
な
す
べ
き
も
の
少
な
か
ら
ざ
る
が
維
新
以
来
之
れ
が
修
繕
を
な
す
も
の
も
な

く
追
々
破
損
に
及
ぶ
を
以
つ
て
之
れ
を
修
繕
し
日
本
美
術
を
し
て
永
く
保
存
の
道
を

立
て
ん
と
て
金
剛
寺
の
方
へ
は
日
本
美
術
院
の
會
員
出
張
し
厳
島
の
方
へ
は
東
京
美

術
學
校
の
数
授
及
ぴ
妍
究
生
出
張
し
た
る
が
右
雨
方
の
監
督
と
し
て
は
美
術
學
校
卒

〔
介
〕

業
生
新
納
忠
之
助
氏
之
れ
に
営
り
一
昨
日
出
張
し
た
り
此
修
繕
に
は
一
年
の
日
月

を
要
す
べ
し
と
の
事
な
り

（
明
治
三
十
三
年
三
月
七
日
『
千
代
田
日
報
』
）

〇
廣
島
縣
究
物
修
繕
廣
島
縣
に
於
け
る
古
社
寺
行
物
中
竹
内
久
遠
氏
が
巡
視
監
督

の
下
に
修
繕
を
加
へ
た
る
巌
島
大
願
寺
の
秤
迦
、
阿
南
、
迦
葉
、
薬
師
、
光
明
院
の

蒲
陀
、
恵
心
侶
都
の
像
等
ハ
既
に
落
成
し
、
福
山
明
王
院
の
観
―音
（
天
平
時
代
の
作
）
、

尾
の
道
光
明
寺
の
十
一
面
観
昔
、
同
西
國
寺
の
薬
師
、
繹
迦
及
夫
の
松
贔
の
鈴
の
箱

て
諸
紙
が
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
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